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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成25年7月4日(2013.7.4)

【公開番号】特開2011-252862(P2011-252862A)
【公開日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【年通号数】公開・登録公報2011-050
【出願番号】特願2010-128276(P2010-128276)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ   9/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｂ  11/00    　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｂ   9/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月16日(2013.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から射出された光束を分割し、分割された光束を被検物を介して重ね合わせること
によって生成された干渉光を計測する干渉計測装置であって、
　複数の部分領域を有する受光領域を備え、前記複数の部分領域のそれぞれで前記干渉光
を受光する受光部と、
　前記複数の部分領域のそれぞれでの受光結果に基づいて、前記受光領域における前記干
渉光の位相分布の均一性を示す指標を求める処理部と、
を備える、ことを特徴とする干渉計測装置。
【請求項２】
　前記処理部は、前記複数の部分領域のそれぞれで受光した前記干渉光の強度の信号を用
いて前記指標を求める、ことを特徴とする請求項１に記載の干渉計測装置。
【請求項３】
　該求められた指標の情報を表示する表示部を有する、ことを特徴とする請求項１又は２
に記載の干渉計測装置。
【請求項４】
　前記被検物に対して前記干渉計測装置の計測ヘッドの位置及び角度のうち少なくとも一
方を変更することによって、前記指標の値が変化する、ことを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか１項に記載の干渉計測装置。
【請求項５】
　前記複数の部分領域は第１グループ及び第２グループを有し、
　前記処理部は、前記第１グループに属する前記部分領域で受光した干渉光の強度の和と
前記第２グループに属する前記部分領域で受光した干渉光の強度の和との差を前記複数の
部分領域のそれぞれで受光した干渉光の強度の総和で割った値を前記指標として求める、
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の干渉計測装置。
【請求項６】
　前記複数の部分領域は第１グループ及び第２グループを有し、
　前記処理部は、前記第１グループに属する前記部分領域で受光した干渉光の強度の和の
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時間変化と前記第２グループに属する前記部分領域で受光した干渉光の強度の和の時間変
化とのリサージュ波形の直線度を前記指標として求める、ことを特徴とする請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の干渉計測装置。
【請求項７】
　前記受光部は、４つの部分領域を有し、
　前記処理部は、上側２つの部分領域を前記第１グループとして、下側２つの部分領域を
前記第２グループとして前記指標である第１指標を求め、
　前記処理部は、左側２つの部分領域を前記第１グループとして、右側２つの部分領域を
前記第２グループとして前記指標である第２指標を求める、ことを特徴とする請求項５又
は６に記載の干渉計測装置。
【請求項８】
　前記受光部は、複数の光電変換素子が二次元に配列された撮像素子であり、前記各部分
領域は、少なくとも１つの前記光電変換素子を含む、ことを特徴とする請求項１乃至７の
いずれか１項に記載の干渉計測装置。
【請求項９】
　前記干渉計測装置は回折干渉型エンコーダであって、計測ヘッドと、回折格子が形成さ
れた前記被検物とを有する、ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の干
渉計測装置。
【請求項１０】
　前記回折干渉型エンコーダはロータリーエンコーダである、ことを特徴とする請求項９
に記載の干渉計測装置。
【請求項１１】
　干渉光を用いて計測を行う干渉計測装置であって、
　複数の部分領域を有する受光領域を備え、前記複数の部分領域のそれぞれで前記干渉光
を受光する受光部と、
　前記複数の部分領域のそれぞれでの受光結果に基づいて、前記受光領域における前記干
渉光の位相分布の均一性を示す指標を求める処理部と、
を備える、ことを特徴とする干渉計測装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、光源から射出された光束を分割し、分割された光束を被検物を介して重ね合
わせることによって生成された干渉光を計測する干渉計測装置であって、複数の部分領域
を有する受光領域を備え、前記複数の部分領域のそれぞれで前記干渉光を受光する受光部
と、前記複数の部分領域のそれぞれでの受光結果に基づいて、前記受光領域における前記
干渉光の位相分布の均一性を示す指標を求める処理部と、を備える、ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　以下、信号処理部に関して以下に説明する。図４は第１実施形態の信号処理部のブロッ
ク図で、特に４分割センサＰＤ（Ｃ）の演算処理について説明したものである。他の４分
割センサＰＤ(Ａ)、ＰＤ(Ｂ)は各受光素子の総和としてＡ相信号、Ｂ相信号を出力してい
る。第１実施形態において、４分割センサＰＤ（Ｃ）は、複数の部分領域ＰＤ（Ｃ１）～
ＰＤ（Ｃ４）を有する受光領域を備え、かつ、複数の部分領域ＰＤ（Ｃ１）～ＰＤ（Ｃ４
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）のそれぞれで干渉光を受光する受光部を構成している。ヘッド部ＨＥＡＤに内蔵されて
いる４分割センサＰＤ(Ｃ)の４つの受光セル出力は、ケーブルで伝送され、エンコーダ信
号受信ユニットＲＶＲに入力される。エンコーダ信号受信ユニットＲＶＲは、複数の部分
領域のそれぞれでの受光結果に基づいて受光領域における干渉光の位相分布の均一性を示
す指標を求める処理部を構成している。４つの受光セルからエンコーダ信号受信ユニット
ＲＶＲに入力された信号の例を図５に示す。４つの信号は、ワンカラー状態からずれてい
るため明暗のタイミングがずれ、正弦波状の波形に位相ズレが生じることがわかる。入力
された４つの信号は、上側２つの和の信号および下側２つの和の信号、また、右側２つの
和の信号および左側２つの和の信号に変換される。前者では、４つの部分領域ＰＤ（Ｃ１
）～ＰＤ（Ｃ４）が、ＰＤ（Ｃ１），ＰＤ（Ｃ２）の上側に位置する第１グループとＰＤ
（Ｃ３），ＰＤ（Ｃ４）の下側に位置する第２グループとの２つにグループ分けされる。
後者では、４つの部分領域ＰＤ（Ｃ１）～ＰＤ（Ｃ４）が、ＰＤ（Ｃ１），ＰＤ（Ｃ３）
の左側に位置する第１グループとＰＤ（Ｃ２），ＰＤ（Ｃ４）の右側に位置する第２グル
ープとの別の２つにグループ分けされる。その後、４つの部分領域の受光結果の総和信号
ＣをＣ相信号として生成、出力するとともに、上下の差信号ＤＥＦ（Ｖ）と左右の差信号
ＤＥＦ（Ｈ）の２つの信号を生成し、必要があればモニタ用に出力しておく。
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